Women in Contraposto in Blake’s Composite Art by 今泉 容子 & イマイズミ ヨウコ
ブレイクの複合芸術においてコントラポスト体位を
とる女の表象
著者 今泉 容子
発行年 2009
その他のタイトル Women in Contraposto in Blake’s Composite Art
URL http://hdl.handle.net/2241/104662
 様式 C-19 
科学研究費補助金研究成果報告書 
 
平成２１年 ４月１４日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要： 
この研究の目的は、イギリスロマン派詩人・画家ウィリアム・ブレイク（William Blake）
の複合芸術作品に頻出する人間の「体」の「ポーズ」に注目し、とりわけ裸体の女がとる「コ
ントラポスト」というポーズの意味を解明することであった。 
ブレイク作品の人物の体には、動きがある。それらの体は、立っているときでさえ、うね
ったり曲がったりする。コントラポストという体位が意図的にとられたことに意味を見出そ
うとした本研究は、ブレイク研究における「女」の表象研究をさらに一歩進める成果を出せ
たはずである。 
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１．研究開始当初の背景 
片足に重点をかけて体をゆるいＳ字カ
ーブ状にしなわせるコントラポストのポ
ーズは、ブレイクの複合芸術において女た
ちがとっている。そのコントラポストの意
味は、まだ解明されておらず、挑戦する価
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値があると考えた。 
そもそも、片足に重点をかけて体をゆる
いＳ字カーブ状にしなわせるコントラポ
ストのポーズは、芸術作品における裸の女
の初出例であるアフロディテが取ったこ
とから、「裸の女」と深い関係にある。し
かし、ブレイク作品において、「コントラ
ポスト」体位の登場人物は、はじめから「裸
の女」だったわけではない。 
そこで本研究では、まずブレイク作品に
おけるコントラポスト体位の登場人物た
ちの変遷を解明することから出発するこ
とにしたのである。 
 
 
 
 
２．研究の目的 
この研究の目的は、イギリスロマン派詩
人・画家ウィリアム・ブレイク（William 
Blake）の複合芸術作品に頻出する人間の
「体」の「ポーズ」に注目し、とりわけ裸
体の女がとる「コントラポスト」というポ
ーズの意味を解明することだった。 
それは同時に、ブレイク作品におけるコ
ントラポスト体位をとる登場人物たちの
変遷を明らかにすることでもあった。 
ブレイクの初期の作品において、コント
ラポスト体位をとるのは、じつは成人の女
たちではない。小さな男の子たちである。
具体的にどの作品のどこに、どのような状
況のもとで、男の子のコントラポストが出
現するかを検出することが、本研究の前半
の主要な目的となった。 
その男の子のコントラポストが、後期の
作品になると、なぜ成熟した女たちのコン
トラポストに取って代わられるのか。女た
ちがコントラポストの主役となるプロセ
スを明らかにすることが、本研究の後半の
目的となった。 
こうして、ブレイクの複合芸術作品の前
期から後期において、コントラポスト体位
の意味の変遷を解明することが、最大の目
的となっていった。 
 
 
 
 
３．研究の方法 
考察の対象とした作品は、「彩飾詩」と
称されるブレイクの複合芸術作品の全体
であり、初期から後期にいたる１４作品で
あった。 
それらの作品のなかに検出されるコン
トラポスト体位の登場人物たちに、ブレイ
クがどのような意味を与えたかを明らか
にする、という方法をとっていった。 
まず、初期の抒情詩作品において、コ
ントラポスト体位をとるのは、女たちでは
なく、小さな男の子たちであることに着眼
した。その出現例を検出したところ、コン
トラポストの男の子たちは、裸ではなく、
みな服を着ているが明らかとなった。 
『無垢と経験の歌』(1792年)の「子羊」
や「羊飼い」における少年たちが、その例
である。 
なぜ、初期の例では、コントラポスト体
位をとる人物が、（コントラポストにつき
ものの）「裸」ではなく、着衣の姿なのか。
その意味をさぐることが、研究計画の初期
段階の重要な課題となった。 
初期の抒情詩作品がつくられた時期と
多少重なるが、ブレイクは「予言書」とよ
ばれる詩群の初期作品の制作にとりかか
った。その予言書群は、前期から後期にい
たるにつれて、大きく変質していった。と
うぜん、コントラポストの意味も変化して
いったはずだと考え、そのことを立証する
ための研究計画が練られた。 
予言書群の「初期」作品では、『セルの
書』（1789年）に見られるように、「少年」
ではなく、「少女」がコントラポスト体位
をとっている。ただ、服はやはり着たまま
である。男の子から女の子へとジェンダー
の変化があったことを重視し、そのジェン
ダーの変化に有意な意味が見出せるかど
うかを考察した。しかし、両者はともに着
衣であり、セクシュアルな意味が介入して
こない点において、共通性のほうが高いこ
とが明らかになった 
ここで、本研究は後半の研究計画を実践
する段階にいたる。 
予言書中期には、どのような登場人物が
コントラポスト体位をとって出現するか
を検出することから、本研究の後半がはじ
まった。小さな男の子や女の子に取って代
わって、まもなく成熟した男と女がコント
ラポスト体位をとって登場するようにな
る。 
『ヨーロッパ』（1794年）のコントラポ
スト体位の女は、まだ服を着ているが、同
年につくられた『ユリズンの書』（1794
年）では、とうとう「裸の女」がみごとな
コントラポストを披露するようになる。 
その成熟した女がコントラポストを示
すようになる時期に、ブレイクは重要なコ
ントラポストの裸体の女の彫版を、彫版画
師として依頼されている。その仕事は、
1791年にはじまり、1796年に完成したの
であるが、当時かなりの売れ行きを記録し
たジョン・ステッドマン著の『スリナム物
  
語』の最後を飾るイラストの彫版をまかさ
れたこと。そこには、三人の裸体の女たち
が、コントラポストの体位をとって大きく
描き出されているのである。このステッド
マンが描いた三人の女の下図（「アフリカ
とアメリカに支えられるヨーロッパ」）に
ブレイクが影響を受けたことはまちがい
なく、この時期以降、ブレイクが自らの作
品に描く女たちに、コントラポストのポー
ズが多くなるのである。 
『スリナム物語』の彫版とブレイクの予
言書の制作との関係を、女のコントラポス
ト体位という視点から解明することが、研
究計画に盛り込まれた。 
ブレイクの後期の予言書作品になると、
いよいよコントラポストの女たちは多数
出現するため、彼女たちがそのポーズによ
って意味することを分析することが、本研
究の最終段階となった。 
女が裸体であることは、ブレイク作品に
おいて、一貫してポジティヴな意味をもつ。
それが、コントラポストという体をくねら
せるポーズが加わると、たいていの場合、
ネガティヴな意味に変転してしまう。正確
にいえば、体をくねらせる度合いが強けれ
ば強いほど、悪しき「セクシュアル」な意
味がこめられて、ネガティヴな存在となる
のである。したがって、コントラポスト体
位の女でも、体のくねらせかたが経度であ
れば、ポジティヴな意味のままで表象され、
大きなくねらせかたになると、ネガティヴ
な存在となるのである。 
ブレイクのコントラポストの女たちの
表象論をまとめることに、本研究の最後の
時間がついやされた。そのさい、ブレイク
の初期から後期にいたるコントラポスト
の意味の変化が、「セクシュアル」という
キーワードを用いて解明されることにな
ったのである。 
 
 
 
 
４．研究成果 
本研究で明らかになったことは、当初予
測していたように、ブレイク後期の予言書
群に多く出現する「裸の女」たちのコント
ラポスト体位には、独特の意味・メッセー
ジがこめられていたということである。 
ただ、コントラポストの女たちには２種
類が存在することが明らかになったため、
一括りで「コントラポストの女たち」とは
言えないことも、明らかになった。 
ブレイクは『ジェルサレム』（1804年）
にとくに多くのコントラポスト像を出現
させたが、まず１種類目の女たちは、いわ
ゆる「謙虚なヴィーナス（Venus prudica）」
のコントラポスト体位をとっている。後期
の予言書『ジェルサレム』（1804年）のキ
ャンペル（『ジェルサレム』81葉）はその
例である。乳房と性器を手で覆い隠そうと
する「謙虚」にたいして、ブレイクはポジ
テイヴでもネガティヴでもない態度をと
っている。 
問題は、「謙虚」からほど遠く、裸体を
大きくくねらせ、豊満な乳房を揺らすコン
トラポストの女たちである。その女たちを、
わたしは仮に「大胆なヴィーナス」と名づ
け、その代表的な例ヴェイラ（『ジェルサ
レム』47葉など）を分析した。 
ヴェイラに代表される「大胆なヴィーナ
ス」は、ブレイク独自のアレンジであり、
ブレイクがモデルとしたイタリア美術に
先例は存在しないことも明らかになった。 
ブレイク作品において、大胆に体をくね
らせる官能的な「大胆なビーナス」たちが
登場するシーンでは、たいてい男が堕落し
てしまう。すなわち、コントラポスト体位
の女たちは、ブレイクにとって堕落のシン
ボルとなり、「大胆なヴィーナス」のコン
トラポスト体位が出たら、男たちよ、警戒
せよ、というメッセージがこめられている
ことが、明らかになった。 
コントラポスト体位の女たちが、ブレイ
クが非難する「女の意志」(Female Will)
たちと重なる存在であることも、偶然では
ない。 
このようにブレイク作品の女の体の動
きに着目し、立っているときでさえ、うね
ったり曲がったりする（つまり、コントラ
ポスト体位をとる）ことに意味を見出そう
とした本研究は、ブレイク研究における女
の表象研究をさらに一歩進める成果を出
せたと思う。 
また、ブレイクの複合芸術作品における
男女のコントラポスト体位の比較も試み
た。ブレイクの男の登場人物が立つときは、
シンメトリの端整な形となることが多く、
コントラポスト体位の人物は少ないこと
がわかった。それにたいして、女の登場人
物が立つときは体をくねらせ、乳房をおお
きく揺らすポーズが多いのである。男と女
では、ブレイクがその体位にこめたメッセ
ージが異なる。 
最後に明白にしておきたいのは、本研究
は従来のブレイク研究が目指した方向と
は、はっきりと異なっている点である。ブ
レイク作品における「体」の研究は、じつ
は Northrop Frye が Fearful Symmetry 
(1947)を著し、S. Foster Damon と David 
  
V. Erdman がそれぞれ A Blake 
dictionary (1965)と Concordance (1967)
を出して、ブレイク研究を飛躍的に推進さ
せたころから、行われてきていた。そうし
た研究は「ブレイク神話」という「抽象的
な」概念の総体を解明することを目指した
ため、「体」の考察は必然的に概念的なも
のとなり、「体は魂の再生基盤である」と
か、「理想的な体は四重である」という解
明がなされた。 
もちろんそれは有益であるが、同時に、
ブレイクが非常にフィジカルな芸術家で
あり、彼の芸術における「体」がフィジカ
ルな肉のかたまりとして描かれている点
を、じゅうぶんに認識する必要があるとわ
たしが思った。したがって、本研究はブレ
イク作品におけるフィジカルな「体」を中
心にすえ、その動きやポーズに着眼したも
のとして、伝統的なブレイク研究から一歩、
前へ足を踏み出す試みだったとも言えよ
う。 
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